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【会議次第】  

１長期計画審議会からの意見に対する後期基本計画（案）への反映について  

２後期基本計画（素案）について≪主な事業と成果・活動指標≫   

３その他  

 

※第３回起草委員会は、７月１９日（金）締切だったが、修正がなかったた

め、確定とする旨確認した。  

 

【会議結果】  

１  長期計画審議会からの意見に対する後期基本計画（案）への反映につい

て《審議会資料№ 19》  

前回第５回審議会（ 7/13）で諮った案件であるが、各起草委員会で意見

がある部分について引き続き議論し、その後、審議会を開催し、委員全員

でオーソライズし中間答申とすることとした。  

  

 〇主な意見  

 ・行政と市民の機能分担、役割分担をより具体的に記載を追加することや

ボランティア間の連携が現状ではなく、橋渡しや声かけなどの場の提供

を担うコーディネートの役割を行政が担う旨の記載があってもよいの

ではないか。  

 



 

 ・（ NO.126,133 について）難しいのは承知しているが、何か行政として前

向きに対応する姿勢を表わす旨の記載を追加することはできないもの

か。  

 ・（ NO.141）放置自転車対策で既に実際に行っていることを積極的に記載

してもよいのではないか。  

  

２  後期基本計画（素案）について≪主な事業と成果・活動指標≫  

  ≪起草資料８≫  

 〇事務局より説明  

・主な事業、成果活動指標は、原則、前期からの継続で設定しており、前

期で事業が終了したものなどは、後期で新しい事業に変更している。  

・主な事業については、施策についてのトピック的な事業であり、原則、

１施策１事業を挙げている。  

・その主な事業と対になっているのが、成果活動指標であり、事業の達成

度合い、施策の達成度合いについて、原則数値で目標を示している。  

 

 〇主な意見  

施策２：みどりの保全  

・みどりの質・豊かさに関する指標を入れてはどうか（環境基準制度を活

用するなど）。  

（質を評価する指標（緑（ SEGES）・建物（ CASBEE）など）の導入を検討す

る旨の記載ができないか検討して欲しいということについては、地方公

共団体が取得できるのか、他団体の実績などを考慮して検討するが、今

回は厳しいことで決定した。  

施策４：水辺の拡大  

・湧水調査を実施していれば、流量や水質など指標として設定できるもの

を採用してはどうか。≪今回は意見のみ≫  

（成果活動指標で測るのはなかなか難しいことだとは思うので、取組  

としてがんばっていってほしい。）  

施策 13：快適な住環境の整備  

・総建ぺい率を採用してはどうか。≪今回は意見のみ≫  

（空地率が分かり、それが緑化の指標にも通ずるものであり、建ぺい率の

分布図があると都市計画を作成する上でも有用ではないか。但し、市と

してどこまで目標達成に関与できるかについて、疑問は残るため、今回

は見送るもので決定。）  

施策 19：河川などの整備  

・都で具体的な指標があれば、その指標を採用してはどうか。（何期の計

画だけでなく、進捗状況など具体的な指標の方が分かりやすいのではな

いか。）  

⇒都の事業計画を確認する。（事務局）  

 



 

施策 63：市民ニーズの把握と共有化  

・ワークショップの開催回数を指標としてはどうか。≪今回は意見のみ≫  

（現在、計画を作る際にワークショップなどを実施していることが多い。

目的があってやっているため、単純に回数だけ指標を設定しても具体的

なワークショップの内容がないと設定しづらいのではないか。今回は見

送るもので決定。）  

施策 64：わかりやすい情報発信と適正な情報管理  

・今後、情報が必要な人に伝達されている状況を測る必要があるのではな

いか≪今回は意見のみ≫  

施策 68：組織の活性化と人材の育成・活用  

・職員の研修への参加率は、目標値は 100％ではだめなのか。≪今回は意

見のみ≫  

（達成可能数値であろう。また、義務でない研修いわゆる自発的に参加す

る研修も含めてこの数値になっている。）  

 

  

 

～以上で会議終了～  

 


